
○
議
院
運
営
委
員
会

衆
議
院
議
員
提
出
法
律
案
（
四
件
）

番
　
号

件
　
　
　
　
　
　
　
　
　
名

提
　
出
　
者

（
月
　
　
　
日
）

予
備
送

付
月
日

本
院
へ

提
出
月
日

参
　
　
　
議
　
　
　
院

衆
　
　
　
議
　
　
　
院

備
　
　
考

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

委
員
会

付
　
　
託

委
員
会

議
　
　
決

本
会
議

議
　
　
決

36

国
会
議
員
互
助
年
金
法
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
案

議
院
運
営
委
員

長　
　
（
五
九
、
五
、
一
七
）

五
九
、
五
、
一
七

五
九
、
五
、
一
七

五
九
、
五
、
一
七

　
　
　
（
予
）

　
五
九
、
五
、
一
八

可
　
　
決

五
九
、
五
、
一
八

可
　
　
決

　
五
九
、
五
、
一
七

可
　
　
決

37

国
会
議
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当

等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案

議
院
運
営
委
員

長　
　
　
（
五
、
一
七
）

五
、
一
七

五
、
一
七

五
、
一
七

（
予
）

　
　
五
、
一
八

可
　
　
決

　
　
五
、
一
八

可
　
　
決

　
　
五
、
一
七

可
　
　
決

38

国
会
職
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法

律
案

議
院
運
営
委
員

長　
　
　
（
五
、
一
七
）

五
、
一
七

五
、
一
七

五
、
一
七

（
予
）

　
　
五
、
一
八

可
　
　
決

　
　
五
、
一
八

可
　
　
決

　
　
五
、
一
七

可
　
　
決

39

国
立
国
会
図
書
館
法
の
規
定
に
よ
り

行
政
各
部
門
に
置
か
れ
る
支
部
図
書

館
及
び
そ
の
職
員
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案

議
院
運
営
委
員

長　
　
　
（
五
、
一
七
）

五
、
一
七

五
、
一
七

五
、
一
七

（
予
）

　
　
五
、
一
八

可
　
　
決

　
　
五
、
一
八

可
　
　
決

　
　
五
、
一
七

可
　
　
決

国
会
議
員
互
助
年
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
三
六
号
）

（
衆
議
院
提
出
）

五
九
、
　
五
、
一
七
　
衆
・
議
院
運
営
委
員
長
提
出

五
、
一
七
　
衆
可
決

五
、
一
八
　
参
可
決



要
旨　

本
案
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
　
昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
退
職
し
た
国
会
議
員
等

　
に
給
す
る
互
助
年
金
に
つ
い
て
、
そ
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
歳
費

　
月
額
を
本
年
六
月
か
ら
六
十
二
万
円
（
現
行
六
十
万
円
）
に
引
き

　
上
げ
た
年
額
に
改
定
す
る
。

２
　
国
庫
納
付
金
を
、
本
年
六
月
か
ら
歳
費
月
額
の
百
分
の
九
・
五

　
　
（
現
行
百
分
の
九
・
三
）
相
当
額
に
引
き
上
げ
る
。

３
　
普
通
退
職
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
を
六
十
歳
（
現
行
五
十
五
歳
）

　
に
引
き
上
げ
る
。

４
　
高
額
所
得
者
に
給
す
る
普
通
退
職
年
金
に
つ
い
て
、
そ
の
停
止

　
年
額
の
限
度
額
を
本
年
七
月
分
か
ら
年
金
年
額
の
三
割
五
分
（
現

　
行
二
割
）
に
改
定
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
た
だ
い
ま
議
題
と
な
り
ま
し
た
四
法
律
案
に
つ
き
ま
し
て
御
報
告

　
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
ま
ず
、
国
会
議
員
互
助
年
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、

　
普
通
退
職
年
金
の
支
給
開
始
年
齢
を
六
十
歳
に
引
き
上
げ
、
国
庫
納

　
付
金
を
歳
費
月
額
の
百
分
の
九
・
五
相
当
額
に
改
定
す
る
と
と
も
に
、

昭
和
四
十
九
年
三
月
三
十
一
日
以
前
に
退
職
し
た
国
会
議
員
等
に
給

す
る
互
助
年
金
の
年
額
を
改
定
す
る
等
所
要
の
改
正
を
し
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
国
会
議
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当
等
に
関
す
る
法
律
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
議
員
の
応
召
・
帰
郷
旅
費
を
廃
止
し
、

現
在
八
十
八
万
円
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
議
員
の
歳
費
月
額
に
つ
い

て
、
据
え
置
き
措
置
を
本
年
四
月
か
ら
解
除
す
る
と
と
も
に
、
国
会

議
員
か
ら
任
命
さ
れ
た
政
務
次
官
等
の
俸
給
月
額
に
つ
い
て
も
同
様

の
解
除
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
次
に
、
国
会
職
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
は
、
昭
和
六
十

年
三
月
三
十
一
日
か
ら
、
政
府
職
員
等
と
同
様
、
国
会
職
員
の
定
年

を
六
十
歳
と
し
、
そ
の
他
特
例
措
置
を
設
け
る
と
と
も
に
、
所
要
の

経
過
措
置
を
講
じ
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
本
法
律
案
に
関
し
ま
し
て
は
、
委
員
会
に
お
い
て
、
民
間
の
定
年

年
齢
の
動
向
に
応
じ
た
定
年
の
再
検
討
並
び
に
職
員
団
体
の
意
向
を

十
分
聴
取
し
て
本
法
の
運
用
に
当
た
る
こ
と
に
つ
い
て
発
言
が
あ
り
、

事
務
総
長
よ
り
配
慮
す
る
旨
の
答
弁
が
ご
ざ
い
ま
し
た
こ
と
を
申
し

添
え
ま
す
。

　
以
上
三
案
は
、
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
審
査
の
結
果
、
い
ず
れ
も

可
決
す
べ
き
も
の
と
多
数
を
も
っ
て
決
定
い
た
し
ま
し
た
。



　
次
に
、
国
立
国
会
図
書
館
法
の
規
定
に
よ
り
行
政
各
部
門
に
置
か

れ
る
支
部
図
書
館
及
び
そ
の
職
員
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
は
、
林
野
庁
に
国
立
国
会
図
書
館
の
支
部
図
書
館
を
設
置

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　
委
員
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
審
査
の
結
果
、
可
決
す
べ
き
も
の
と

全
会
一
致
を
も
っ
て
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　
以
上
、
御
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

国
会
議
員
の
歳
費
、
旅
費
及
び
手
当
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
案
（
衆
第
三
七
号
）
（
衆
議
院
提
出
）

五
九
、
　
五
、
一
七
　
衆
・
議
院
運
営
委
員
長
提
出

　
　
　
　
五
、
一
七
　
衆
可
決

　
　
　
　
五
、
一
八
　
参
可
決

要
旨

　
　
本
案
の
主
な
内
容
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
１
　
議
員
の
応
召
帰
郷
旅
費
を
廃
止
す
る
。

　
２
　
現
在
八
十
八
万
円
に
据
え
置
か
れ
て
い
る
議
員
の
歳
費
月
額
に

　
　
つ
い
て
、
本
年
四
月
か
ら
こ
の
据
え
置
き
措
置
を
解
除
す
る
。

３
　
政
務
次
官
、
内
閣
官
房
副
長
官
及
び
総
理
府
総
務
副
長
官
の
う

　
ち
国
会
議
員
か
ら
任
命
さ
れ
た
も
の
の
俸
給
月
額
に
つ
い
て
も
、

　
同
様
の
据
え
置
き
措
置
を
解
除
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
国
会
議
員
互
助
年
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
委
員
長
報

　
告
参
照

国
会
職
員
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆
第
三
八
号
）
（
衆
議
院
提

出
）

五
九
、
　
五
、
一
七
　
衆
・
議
院
運
営
委
員
長
提
出

　
　
　
　
五
、
一
七
　
衆
可
決

　
　
　
　
五
、
一
八
　
参
可
決

要
旨

　
　
本
法
律
案
は
、
第
九
十
四
回
国
会
で
成
立
し
た
「
国
家
公
務
員
法

　
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
と
同
様
、
国
会
職
員
に
昭
和
六
十
年
三

　
月
か
ら
定
年
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
を
主
な
内
容
と
す
る
も
の
で
、

　
そ
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。



一
、
国
会
職
員
の
定
年
は
、
六
十
歳
と
し
、
政
府
職
員
と
同
様
に
医

　
師
、
用
務
員
等
に
つ
い
て
は
六
十
五
歳
の
範
囲
内
で
特
例
定
年
を

　
設
け
る
。

二
、
勤
務
の
延
長
及
び
再
任
用
制
度
に
つ
い
て
も
政
府
職
員
と
同
様

　
の
規
定
を
設
け
る
。

三
、
施
行
日
に
在
職
す
る
国
会
職
員
の
定
年
に
つ
い
て
は
、
現
行
の

　
勧
奨
退
職
の
実
情
を
考
慮
し
、
経
過
規
定
を
設
け
る
。

四
、
施
行
期
日
は
、
昭
和
六
十
年
三
月
三
十
一
日
と
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
国
会
議
員
互
助
年
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
委
員
長
報

　
告
参
照

国
立
国
会
図
書
館
法
の
規
定
に
よ
り
行
政
各
部
門
に
置
か
れ
る
支
部
図

書
館
及
び
そ
の
職
員
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
（
衆

第
三
九
号
）
（
衆
議
院
提
出
）

五
九
、
　
五
、
一
七
　
衆
・
議
院
運
営
委
員
長
提
出

　
　
　
　
五
、
一
七
　
衆
可
決

　
　
　
　
五
、
一
八
　
参
可
決

要
旨

　
本
案
の
主
な
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

１
　
林
野
庁
に
国
立
国
会
図
書
館
支
部
図
書
館
を
設
け
る
。

２
　
こ
の
法
律
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

委
員
長
報
告

　
　
国
会
議
員
互
助
年
金
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
の
委
員
長
報

　
告
参
照




